
越
前
国
大
絵
図
と
近
世
村
落

の
石
高
村
名
変
遷
に
就
い
て

松

原

イ言

之
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中
世
末
期
の
群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
も
信
長
、

秀
吉
の
天
下
覇
業
の
努
力
を
経
て
家
康
に
至
っ
て

そ
の
全
国
統
一
が
完
成
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
中
世

的
庄
園
制
度
も
近
世
大
名
領
国
統
治
の
も
と
に
新

し
い
村
落
制
度
へ
と
再
編
成
さ
れ
た
。
秀
吉
の
全

国
的
な
総
検
地
い
わ
ゆ
る
大
閣
検
地
は
そ
の
先
が

け
を
な
す
も
の
で
後
の
徳
川
幕
府
に
す
る
総
検
地

の
基
範
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
成

立
後
、
最
初
に
行
っ
た
全
国
的
総
検
地
は
正
保
二

年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
元
禄
十
三
年
及
ぴ
天

保
五
年
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
。
松
平
藩
に
お

い
て
は
、
こ
の
他
別
個
に
慶
長
十
一
年
と
貞
享
二

年
に
越
前
一
国
に
関
し
て
の
総
検
地
及
ぴ
国
絵
図

の
幕
府
提
出
が
求
め
ら
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い

ザ。。
慶
長
三
年
の
太
閤
検
地
の
資
料
と
し
て
は
敦
賀

城
主
吉
隆
の
知
行
所
の
内
、
南
仲
条
・
丹
生
北
・

今
南
西
三
郡
に
互
っ
て
そ
の
高
を
記
し
た
「
慶
長

三
年
九
月
吉
日
大
谷
刑
部
少
輔
御
知
行
分
越
前
府

中
郡
在
々
高
目
録
」
な
ど
の
一
部
ま
と
ま
っ
た
も

の
も
あ
る
が
、
そ
の
他
は
お
お
む
ね
村
毎
の
断
片

的
資
料
が
儲
か
に
残
存
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
太

閤
検
地
に
関
す
る
越
前
一
国
の
各
村
別
の
石
高
を

知
る
こ
と
は
現
在
不
可
能
と
き
れ
て
い
る
。

き
て
慶
長
十
一
年
の
検
地
に
つ
い
て
は
福
井
県

史
に
「
福
井
藩
に
あ
り
で
は
藩
初
慶
長
十
一
年
領

内
を
通
じ
て
較
々
大
規
模
の
検
地
を
行
い
し
が
石

高
に
は
甚
し
、
さ
差
異
(
太
閤
検
地
と
比
べ
て
)
を

生
ぜ
ぎ
り
き
」
と
あ
る
が
、
そ
の
資
料
に
関
し
て

は
現
在
ま
で
不
知
と
さ
れ
て
き
花
。
と
こ
ろ
が
福

井
県
立
図
書
館
の
松
平
文
庫
に
あ
る
越
前
国
大
絵

図
、
製
作
年
代
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
う

も
こ
の
慶
長
十
一
年
の
資
料
を
基
礎
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
定
し
て
き
た
。

乙
の
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
勿
論
墨
色
や
彩
色
、

図
法
な
ど
他
の
古
図
と
異
な
り
相
当
に
古
い
地
図

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
ま
ず

第
一
に
福
井
が
北
庄
町
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

で
あ
る
。
北
庄
が
福
居
(
後
に
福
井
)
と
改
名
さ

れ
た
の
は
寛
永
元
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
少
な
く

と
も
寛
永
以
前
、
慶
長
元
和
頃
の
地
図
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
従
っ
て
正
保
二
年
の
絵
図
で
な

い
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

、
乙
の
絵
図
に
記
入
さ
れ
て
あ
る
石
高
に
は
近
世

各
村
落
単
位
の
石
高
記
載
も
あ
る
が
、
中
に
は
×

松
原

越
前
国
大
絵
図
と
近
世
村
落
の
石
高
村
名
変
遷
に
就
い
て

×
郷
と
か

O
O
之
庄
と
か
中
世
的
庄
郷
域
で
ま
と

め
ら
れ
で
あ
る
も
の
も
あ
っ
て
最
初
は
太
閤
検
地

の
資
料
を
基
に
し
た
絵
図
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
既
に
丹
生
郡
誌
の
論
稿
に

も
発
表
し
た
如
く
先
の
「
慶
長
三
年
越
前
府
中
郡

在
々
高
目
録
」
と
比
較
検
討
し
て
見
た
結
果
太
閤

検
地
の
資
料
よ
り
も
や
や
新
し
い
事
が
知
ら
れ

た
。
(
丹
生
郡
誌
資
料
編
参
照
)

ζ

の
他
北
庄
城
一

帯
の
村
落
を
検
す
る
に
、
慶
長
六
年
北
庄
城
拡
張

工
事
と
共
に
旧
地
か
ら
新
地
(
現
在
の
城
橋
町
)

に
転
地
を
求
め
ら
れ
た
城
橋
向
村
が
既
に
新
地
に

村
名
が
見
え
て
お
り
石
高
も
正
保
、
一
元
禄
、
天
保

の
諸
検
地
の
石
高
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
叉
同
様

に
北
庄
町
、
北
庄
松
本
町
、
石
場
町
な
ど
の
石
高

も
幕
末
ま
で
少
し
の
変
動
も
見
ら
れ
な
い
こ
と

は
、
絵
図
に
記
さ
れ
て
あ
る
石
高
が
既
に
北
庄
城

下
町
の
事
実
上
の
拡
張
が
行
な
わ
れ
て
後
の
検
弛
、

で
あ
る
こ
と
、
即
ち
慶
長
十
一
年
頃
を
こ
こ
に
も

裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
越
前
国
大
絵
図
の
時
代
考
証
を
試
み
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
大
絵
図
の
持
つ
重
要
性
は
た

だ
単
に
藩
初
の
各
村
の
石
高
が
知
ら
れ
る
と
云
う

だ
け
で
な
く
、
前
述
し
た
如
く
中
世
の
庄
郷
域
の

一
部
や
で
も
窺
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

ζ

の
価
値
は

高
く
評
価
さ
れ
今
後
の
郡
市
町
村
史
の
貴
重
な
資
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料
と
し
で
充
分
に
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
但

し
こ
の
絵
図
に
お
け
る
庄
郷
域
の
推
定
は
慶
長
十

一
年
に
最
も
近
い
正
保
検
地
の
石
高
を
基
に
し

て
、
叉
福
井
県
史
な
ど
に
記
さ
れ
た
庄
郷
名
や
越

前
国
名
蹟
考
に
あ
る
各
村
の
所
属
し
て
い
た
庄
郷

域
な
ど
も
参
考
(
注

1
)
と
し
て
石
高
集
計
を
行

っ
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
に
元
帳
度
、

及
び
天
保
度
の
各
村
石
高
を
比
較
し
な
が
ら
、
徳

川
時
代
を
通
じ
て
の
足
羽
郡
(
注

2
)
下
の
各
村

石
高
の
変
遷
、
即
ち
新
田
開
発
や
欠
損
田
及
び
村

名
の
改
号
な
ど
を
一
望
に
し
て
知
り
得
る
様
に
作

成
し
た
の
が
次
表
で
あ
る
。
こ
の
表
を
基
に
し
て

二
、
三
の
解
説
を
試
み
て
み
た
い
。

北
庄

大
日
本
地
名
辞
典
に
よ
れ
ば
北
庄
は
足
羽
御
厨

の
北
庄
の
意
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
北
庄
の

庄
域
に
つ
い
て
は
神
明
社
縁
起
に
「
北
庄
三
郷

者
。
:
:
:
・
:
上
郷
者
四
井
村
、
勝
見
、
丸
山
。
中

郷
者
北
庄
。
下
郷
者
明
里
村
、
高
柳
、
水
越
、
飯

塚
、
角
折
、
大
瀬
、
菅
谷
、
境
村
、
安
居
、
下
市
、

金
屋
、
向
大
瀬
也
。
」
と
あ
る
が
、
乙
の
記
事
は

お
そ
ら
く
徳
川
初
期
に
記
述
さ
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
、
す
べ
て
は
信
じ
難
い
が
、
北
庄
の
庄
域
を

知
る
唯
一
の
資
料
と
さ
れ
て
き
た
。
と
と
ろ
が
こ

の
越
前
国
大
熊
図
に
も
吉
田
郡
に
北
圧
上
之
郷
、

足
羽
北
郡
に
北
庄
町
及
び
北
庄
下
之
郷
が
見
え
て

お
り
、
乙
の
神
明
社
縁
起
を
裏
付
け
る
重
要
な
資

料
と
な
っ
た
，
即
ち
ζ

の
絵
図
で
の
北
庄
下
之

郷
は
堺
村
、
菅
谷
村
、
明
里
村
、
水
越
村
、
飯
塚

村
、
大
瀬
村
、
角
折
村
の
地
域
で
あ
っ
て
神
明
社

縁
起
と
ほ
ぼ
一
致
し
中
郷
の
北
庄
は
北
庄
町
の

他
、
北
庄
松
本
村
、
三
橋
村
、
城
橋
向
村
の
地
域

と
容
易
に
想
像
が
出
来
る
。
但
し
吉
田
郡
北
庄
上

之
郷
に
つ
い
て
は
石
高
集
計
な
ど
で
復
元
し
て
み

た
結
果
、
北
今
泉
村
、
東
今
泉
村
、
河
増
村
の
地

域
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
か
つ
て

は
こ
れ
ら
の
地
域
に
四
井
村
叉
は
こ
れ
に
隣
接
す

る
諸
村
の
一
部
を
も
含
め
た
一
帯
が
北
庄
上
之
郷

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

花
堂
村
の
石
高

足
羽
北
郡
花
堂
村
の
石
高
を
慶
長
十
一
年
と
正

保
二
年
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
実
に
千
石
の
差

が
認
め
ら
れ
る
。
(
越
前
国
大
絵
図
に
は
六
三
一

石
七
斗
と
あ
り
、
正
保
二
年
以
後
の
も
の
は
二
ハ

三
一
石
八
斗
三
升
五
合
と
あ
る
。
)
こ
れ
を
こ
の

ま
ま
信
、
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
聞
に
千
石
の
新
田
開

発
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
花

堂
村
に
こ
の
様
な
大
規
模
な
新
田
開
発
が
行
な
わ

れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
一
方
足
羽
北
郡

の
各
村
の
石
高
を
実
際
に
集
計
し
た
も
の
と
、
既

に
足
羽
北
郡
全
体
の
石
高
と
し
て
記
入
さ
れ
て
あ

る
も
の
と
を
比
較
し
て
み
る
と
千
石
の
差
が
認
め

ら
れ
、
越
前
国
大
絵
図
の
布
堂
村
石
高
記
載
に
お

い
て
千
石
の
記
入
洩
れ
が
あ
っ
た
ζ

と
が
知
ら
れ

た
。
従
っ
て
表
に
は
訂
正
し
て

ζ

れ
を
記
入
し

た。

村
名
の
改
号

各
国
絵
図
を
比
較
し
て
み
る
と
藩
政
時
代
を
通

じ
て
足
羽
郡
下
に
も
何
ケ
村
か
が
村
名
の
改
号
の

行
な
わ
れ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
丹
生
郡
下
に
お

い
て
は
越
前
国
名
蹟
考
に
元
旅
十
四
年
八
月
の
国

絵
図
書
上
げ
に
際
し
て
、
岡
部
下
に
同
名
の
村
が

二
ケ
村
あ
っ
て
紛
ら
わ
し
き
も
の
十
ケ
村
の
村
名

改
号
の
行
危
わ
れ
た
と
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
足

羽
郡
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
様
な
記
録
は
寄
在
し

な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
と
同
じ
意
味
で
の
改
号

の
行
な
わ
れ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
石
高
変
遷
の
表

に
よ
っ
て
も
各
村
の
村
名
改
号
が
知
ら
れ
る
が
、

こ
こ
に
便
宜
上
ま
と
め
で
別
表
を
作
成
し
た
。
い
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表

慶 長 品会 図 正 保 絵 図 貞 享 絵 福l 絵 図

君 塚 村 福 村 渡 H 四 居 渡 村

名 子 村 南 居 村 l別 所 村 大町別所村

大 沢 村 大 土 呂 村 細江上下村 二ケ村に分かれる

西東大味村 二ケ村 l己分かれる

正{呆 絵 図 貞享 絵 図 東 ~Jjf> 国丁 三ケ村 fC分かれる

空王 原 村 μ) 安 原 村

北 村 北 四 居 村
岩 A 息 村(ロ) 岩 倉 村

中 4す 和 回 中 村 大 窪 村 大 久 保 村

盛 木 村 y排t 行 村
Jjlj 号庁 村 三万谷別所村

中 村 主 中 村
中 島 村 東郷中島村

大 宅 村 大 村

関 津 村 徳 光 村

栃村泉村赤谷共 栃 泉 村
μ) 乙の絵図には村形はあるが高は小

路村へ入る
深見村谷桂山共 深 見 村

。色 村 H' 
(ロ) この絵図には村形はあるが高は田

回 治 島

目鳥 村
中村へ入る

田 福 鳥 村

杉 谷 村 椙 谷 がJ

i霊変名村

松
原

越
前
国
大
絵
図
と
近
世
村
落
の
石
高
村
名
変
遷
に
就
い
て

ず
れ
も
国
絵
図
の
比
較
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

〔注

7
〕
越
前
国
名
蹟
考
に
各
村
が
か
つ
て
、
ど

の
庄
郷
域
に
属
し
て
い
た
か
記
さ
れ
て

あ
る
が
、
こ
れ
は
著
者
が
当
時
(
藩
末

頃
)
そ
の
郷
圧
の
呼
称
の
遣
っ
て
い
る

村
そ
の
推
定
出
来
る
村
に
つ
い
て
知
h
J

得
る
限
り
記
載
し
た
の
で
あ
る
か
ら
勿

論
乙
の
庄
郷
が
そ
の
ま
ま
正
し
い
の
で

は
な
い
「
庄
郷
不

v
知
」
と
あ
る
の
は

こ
の
た
め
で
あ
る
。

〔注
2
〕
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
年
)
四
月
に
幕

府
は
領
分
目
録
を
附
し
て
判
物
を
出
し

た。

ζ

の
目
録
に
よ
れ
ば
越
前
菌
十
ニ

郡
が
始
め
て
八
郡
と
な
り
、
即
ち
足
羽

北
郡
と
足
羽
南
郡
は
併
合
さ
れ
て
足
羽

郡
と
な
っ
た
。

〔注
5
〕
惣
高
は
越
前
国
大
絵
図
に
既
に
記
入
さ

れ
で
あ
る
石
高
と
各
村
々
を
実
際
に
集

計
し
た
も
の
と
の
数
字
が
一
致
し
な

い
。
こ
れ
は
各
村
の
石
高
が
誤
っ
て
記

入
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
表
未
に
記
し
た
惣
石
高
は
実
際
の

集
計
値
で
あ
る
。

合
同
向
志
高
等
学
校
)
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足羽北部石高・村名変遷表

慶長 11 年 正 保 2 年 元禄13年

村 村 名 村名及ひ守石高 村名及び石高
石斗升合 石司升合 石斗升合 石斗升合

820.780 下四居村
318.000 

四 井 村 2515.803 569.950 
北四 居四 渡居 村村

福松北(小照居正F本E 町地守)子村

807.230 
(2515.960) 

~I:; 庄 町 1442.711 福井庄町
1620.500 

北庄松本村 1831.010 
!?小 号十F210.510 福井庄町外(1831. 010) 

二 橋 村村村 1693.440 城橋向 121.850 城 橋 村

石勝府場見町地子高
573.71日
571.499 

石石 場場畑 町万760.100 760.866 

(板木(小 垣田 計〕村村
2326.200 

木田村上下 3432.571 ↑106.371 
(3432.571) ! 谷里 村村村村 518.490 613.020 603.020 
692.940 

北庄下之郷 42↑0.180 

i i j 
438.400 438.422 
765.830 
794.800 
386.600 386.日目。
(42↑0.080) 

深 谷 村 482.505 482.5日。 484.02日
下 市 村 493.435 493.135 
金 屋 村 30.000 60.857 
下 馬 村 1316.340
花 主'"主d与 村 631.700 1631.835 
山 奥 村 1100.217
尾山谷村村 388.140 小加茂山河谷原村村加茂川原 640.995 640.991 640.995 

若 坂杉野野 村
↑069.757 1069.690 

東西下下 村村 1023.468 
432.104 432.140 

君門 前 村村
367.148 福 村
212.3ヲ5 212.399 

嶋久喜津村村 749.490 
54.55日

571.0日o
1123.290 1130.135 

西淵 谷 村村
820.400 

?下 守 村 3760.142 575.000 575.130 

種舞 池屋 村村 413.000 
265.400 

(小計 (3768.090) 
更江守村 1143.500 
ロ谷村 152.606 153.538 
名 子 村 1272.500 南 居 村 1282.604 
大 島 村 142.600 

631.200 

関井之郷 206.110 
1日20.930 1169.303 

(小計 {↑858.240) 
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江端村I406.300 I - - I _ . -:- . I 

i 1浅 65水8木.853 村
水村! 982.1凹 1真 323.247村

(小(982.10計0〕) 
水二日市村 53.579 

浅一水 村↑732.558 江尻村 10.923 
出作共 219.926 

浅水二日市村1;烏浅水i工入 I 江十尻八村 社村 399.380 
小 計) I (1665.刊の

中野村 249.320
冬 野 村村村村 205.430 

冬野村I1692.653 I杉谷 719.300 
安保 377.380 
引目 142.69日
(小計 (1694.120)

658.893 
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77.484 
219.976 

646.382 
367.910 

足羽南部有高・村名変遷表

慶長 11年 正 保 2 年 元禄13年 天保 5年

村 村 名 村名及び石高 村名及び石高
右斗升合 石三j升合 石斗升告 石斗升合

538.725 
409.750 

和 回 ~'i.1 4585. 025 604.28日
2939.790 和田中村
92.525 
(4585.070) 

{荒別(小 所木 計村村) 
619.08日

荒 木 村 1012.317 393.237 
(1012.317) 

878.100 1365.208 
340.410 346.150 

新 保 ~'i l 1589.050 310.54日
60.173 
(1589.223) 

稲 津 村村村 1033.780 
大 同I 580.092 580.09日
'i.lU 所 440.280 440.681 大町別所村

856.676 
五百生田村 1927.567 1070.891 

上(小計 (1927.567) 

下 六六 条条
680.399 

l'、a 条 村 1936.636 1256.230 
(小計) (1936.629) 
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京小大新鉾 稲ケ王沢関津崎 村村村村村

722.935 
1056.553 1056.550 
951.343 大土呂村
405.768 405.75日
647.188 647.183 647.185 

1214.930 
太 回 保 2064.643 849.670 

一 村 440.04日
(2064.60日)

一 上 470.040 
435.990 

{重 8苦5F1.中836詩中村 831.831 
主 言十 郷 1704.715

三本広 204.800 

末徳角生〈小 尾

252.70802 5) 
(1704. 
316.247 

山 内
707.880 

郷 1387.8日O
558.98517D ) 
(1382. 
1245.520 

河 北 村 2515.306 1269.770 1272.169 
(2515.2別)

11細19.894 
細 江 郷 1723.961 細江上下村

下西。(1j6R7大B04 .江味9066計71〉村〉村

西東大味村 ↑455.023 東大味村

1001.4日計75) ) 
((小1455. 

429.150 
322.960 
571.550 

徳 光 保 4743.553 571.010 
485.187 大 村
721.810 721.818 
1641.770 徳 光 村
(4743.437) 

I五t闇東上東郷村.069 田村
東 郷 町 1599.700 1598.99日 511.474 

小1郷閉11郷8中刑4島4計7〉〉村村

588.805 

下東郷村 1642.536 354.198 
700.250 
(1643.253) 

小路村安原共 441.500 安原村 88.938 86.938 

安 原 庄I2968.973 
(小(441.5計DO)) 

306.448 
1/ // 433.844 
// // 428.578 

山 計)村村 ?40.6??6549? 日) (2496187 •• 
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83 

松
原
回治庄I3162.640 

越
前
国
大ー
絵 l鹿俣村 776.520
図 l成願寺村I259.660 
と l篠尾村I 997.77i 
近

持l北宇坂下郷I445.111 
落
の
石

需I 1/ 中郷|伽 7“
名
玄白て。<.
遷
lと

事I 1/ 上郷I 80ふ425
て

!南字坂下郷I1270.415 

11 中郷I 1602.541 

1/ 

惣 高合 I51056.352 (注3)

村 数 34ヵ村

実際の惣高集計 51056.895

足羽郡惣高合

/ 

田中村岩倉共 595.657

J釘村・泉村・赤谷l
共I1463.759 

深見村谷桂山共I 626.937 
嶋村I 476.410 
(小計)I (3162.763) 
- 776.520 

布
波
尾

斗
刈
J
4刈
J
J刈
J

i
f
-
-
J止川
l

、ノ4
1
 
-一=n

132.452 
152.869 
159.790 
(445.111) 

!田中1275.313 I 岩倉村!
320.344 ! 
(小計)I 
(595.657) I 
栃泉村

深見村
田治島村

福島村
大久保村

城戸内村

三万谷別所村

相谷村

1030.045 
132.455 

410.388 

288.872 

185.895 
178.464 

91963.628 I 92863.626 

i高田村I 359.777 
1大谷村I 299.448 
1田嶋中dlTUOD
大窪村I 410.041 
(小計)I (1262.366) 

[瀬ケ口村
1品ケ瀬村
I i朝谷嶋村
l堺寺村
¥ (小計)

(件島村安波賀村
鬼戸内村
浄教寺村
東新町
西新町
(小計)

238.863 
231.639 
174.492 
161.437 
(806.431) 

1i5.158 
189.907 
173.427 
236.日53
283.251 
212.455 
(1270.251) l田尻村l3527市波村I 744.918 

三万谷村I 665.844 
別所村 152.252
(小計)I (1602.541) 

奈良瀬村
小和清水村
朝谷村
蔵作村
西天田村
東天田村
小字坂村
小宇坂島村
杉谷村
(小計〕

150.326 
185.695 i 
170.200 I 
383.396 I 
194.679 I 
209.280 
208.650 
19↑.140 
277.620 
(1970.986) 

5↑714.729 

91ヵ村

〈備考) 実線は前の年変の検地の時と同名付及ぴ同石高のもの
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